
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水不溶性媒体中に核酸を混合する方法であって、
　水溶性溶液に核酸を溶解する工程、
　水不溶性媒体を溶媒に溶解する工程、
　介在溶液を使用して、核酸を含む該溶液と、該水不溶性媒体を含む該溶液とを混合して
、核酸を含有する媒体を得る工程、
を含
　

ことを特徴とする、 方法。
【請求項２】
　該介在溶液が、有機溶媒である、請求項１記載の水不溶性媒体中に核酸を混合する方法
。
【請求項３】
　該核酸が、一般名称デオキシリボ核酸 (DNA)またはリボ核酸 (RNA)と呼ばれるものである
、請求項１記載の水不溶性媒体中に核酸を混合する方法。
【請求項４】
　該核酸が、動物、植物、バクテリア、ウイルス、菌類、または合成ベクターもしくは核
酸フラグメントから選択される、請求項１記載の水不溶性媒体中に核酸を混合する方法。
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み、
該水不溶性媒体が、ポリプロピレン (PP)、ポリカーボネート (PC)、ポリスチレン (PS)の

いずれかであり、該介在溶液がエタノール、アセトン、クロロホルムからなる群より選択
される溶液である 水不溶性媒体中に核酸を混合する



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、特定の介在溶液を使用することによって、水溶性リボ核酸を水不溶性媒体と混
合することにより、水不溶性媒体中にリボ核酸を混合する方法に関するものであり、リボ
核酸を含む、このような媒体は、偽造防止ラベルとして製品上に適用できる。
【０００２】
【従来技術】
バイオテクノロジーが発展するにつれて、生物学 -関連技術は、医学並びに研究開発関連
分野のみならず、日常生活関連事象、例えば確認用の指紋または虹彩を利用するセキュリ
ティーシステム、ヒトの声によって制御する家電製品等にも適用されている。 DNA配列は
、固有かつ複雑であるので、日常生活品におけるこのような特徴の利用、または製品の偽
造からの防御等の問題の解決は、極めて興味深い問題となっている。
【０００３】
多くの製品が、明確かつ固有のデザイン並びに特性を有していて、消費者の信頼を得てい
るばかりでなく、偽造防止の目的でラベルを付している。伝統的な偽造防止ラベルは、殆
ど、小切手帳における磁性ストリップ、クレジットカード上のレーザーホログラフ、株式
上の蛍光インキ、および機密書類上の感熱性インキ等のように、物理的または化学的な材
料で作られている。他の偽造防止ラベルは、対象に対して抗原を付加することにより作成
し、抗体により検出している。しかし、抗原および抗体は、ことに高温における低い安定
性により特徴付けられる、蛋白であるので、これら蛋白はその活性を失い、かつ分解され
、結果としてその安定性および同定の精度は低下する。更に、抗原と抗体との反応は、あ
まり変化を示さないので、その偽造は容易である可能性がある。
【０００４】
分子バイオテクノロジーにおける当業者には、 DNAが高度の水溶性であることが、広く知
られており、また DNAを他の水不溶性溶媒または媒体に混合する試みは、殆どなされてい
ない。公知の技術は、 DNAを水溶性溶液に溶解し、次いでこのような溶液を、偽造防止ラ
ベルとして製品の表面上に適用することを可能としている。しかし、その最も重大な欠点
は、水溶性溶液が、樹脂、陶器またはガラス器に、密に付着させることができないという
事実である。従って、これらの上に適用された水溶性の偽造防止ラベルは、容易に分解さ
れあるいは剥がれ、結果として意図した同定機能を実現することができない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記従来技術の諸欠点を解決することにあり、そのために、本発明は、水不溶
性媒体とリボ核酸とを混合する方法を提供し、また該方法の利用法を提供することにある
。本発明の目的は、更に製品の偽造防止ラベルの製法を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、水不溶性媒体中にリボ核酸を混合する方法を提供するものであり、この方法は
以下の手順を含む：夫々水溶性溶液にリボ核酸を、また水不溶性媒体を溶媒に溶解し、次
に特定の介在溶液を使用して、該リボ核酸溶液と、該媒体とを混合し、かくしてリボ核酸
を含有する媒体を得ることを特徴とする。
上記媒体は、ポリマー、例えばポリプロピレン (PP)、ポリカーボネート (PC)またはポリス
チレン (PS)である。
上記の介在溶液は、有機溶媒、例えばエタノール、アセトン、クロロホルムまたはこれら
の混合物である。
【０００７】
本発明のもう一つの目的である、製品用偽造防止ラベルの製造方法は、上記方法を利用し
て、水不溶性媒体に、既知配列を持つリボ核酸を混合し、次に対象の表面を該媒体で標識
し、あるいはラベルとして、このような対象内に該媒体を浸透させ、もしくは該対象と該
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媒体とを混合させることを特徴とする。上記媒体は、リボ核酸を混合並びに保護し、かつ
これを他の対象に接着し、または該対象と混合するために使用する。
【０００８】
上記対象は、液状または固体状対象であり得、インキ、塗料、顔料、化粧品、シールまた
は接着剤等の液状対象は、リボ核酸を含む媒体と混合することができ、従ってこのような
液体を、偽造防止ラベルとすることができる。更に、骨董品、宝石類、クレジットカード
、磁気ストリップカード、記念品等の固体状対象は、その上にリボ核酸を含む媒体を接着
することが可能であり、かくしてこのような固体対象に偽造防止機能を与えることができ
る。これ以外に、リボ核酸を含む媒体を、製品用の材料として直接使用することができ、
かくしてこのような製品は、偽造防止機能を持つことになる。
【０００９】
　該 酸は、一般名称デオキシリボ核酸 (DNA)またはリボ核酸 (RNA)と呼ばれるものであり
、また動物、植物、バクテリア、ウイルス、菌類、または合成ベクターもしくは フラ
グメント等から選択することができる。
　リボ核酸を、上記製品用の偽造防止ラベルとして使用する確認方法は、対象から該媒体
を剥がし、次いで溶媒を使用して該媒体から該リボ核酸を抽出し、最終的に PCR反応によ
って該核酸を増幅することであり、かくして対象の真偽を、明らかにすることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明の上記並びに他の特徴、局面および利点は、以下の説明、上記特許請求の範囲およ
び添付図面を参照することによって、より一層十分に理解されるであろう。ここで、以下
の説明、上記特許請求の範囲および添付図面は、本発明を制限または限定することなく、
本発明を更に詳述するために与えられたものである。
以下、現時点において最良の、本発明の実施態様を詳細に説明する。この説明は、限定的
なものとして捉えるべきではなく、単に本発明の一般的な原理を説明するために与えられ
るものである。
【００１１】
リボ核酸は、高度に水溶性の物質であるから、容易に水溶性の溶液、例えば PBSまたは TE
に溶解することができる。他方、リボ核酸を水不溶性媒体と混合することは、容易ではな
い。従って、本発明は、リボ核酸を水不溶性媒体に溶解する方法を提供することにある。
図 1を参照すると、本発明における、リボ核酸を水不溶性媒体と混合する方法は、以下の
手順を含む：まず、夫々水溶性溶液にリボ核酸を溶解し、かつ水不溶性媒体を溶媒に溶解
し、次に特定の介在溶液を使用して、該リボ核酸溶液と、該媒体とを混合する。かくして
、リボ核酸を含有する媒体を得ることができる。
上記媒体は、ポリプロピレン (PP)、ポリカーボネート (PC)、または好ましくはポリスチレ
ン (PS)であり得る。
【００１２】
上記の介在溶液は、有機溶媒、例えばエタノール、アセトン、クロロホルムまたはこれら
の混合物である。
本発明のもう一つの目的は、製品用偽造防止ラベルの製造方法を提供することであり、こ
の方法は、上記方法を利用して、水不溶性媒体と、既知配列を持つリボ核酸とを混合し、
次に対象の表面に該媒体を塗布し、あるいはラベルとして、このような対象内に該媒体を
浸透させることを特徴とする。上記媒体は、リボ核酸を混合並びに保護し、かつこれを他
の対象に接着し、または該対象と混合するために使用する。
【００１３】
上記対象は、液状または固体状対象であり得、インキ、塗料、顔料、化粧品、シールまた
は接着剤等の液状対象は、リボ核酸を含む媒体と混合することができ、従ってこのような
液体を、偽造防止ラベルとすることができる。例えば、特定の介在溶液により、リボ核酸
とポリプロピレン媒体とを混合した後、該ポリプロピレン媒体の粉末または極めて小さな
粒子を、インキと混合し、かくしてリボ核酸を含む偽造防止インキが得られる。
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更に、骨董品、宝石類、クレジットカード、磁気ストリップカード、記念品等の固体状対
象は、その上にリボ核酸を含む媒体を付着させることが可能であり、かくしてこのような
固体対象に偽造防止機能を与えることができる。
【００１４】
上記用途以外に、リボ核酸を含む媒体を、製品用の材料として直接使用することができ、
かくしてこのような製品は、それ自体偽造防止機能を持つことになる。例えば、特定の介
在溶液の使用により、リボ核酸とポリスチレンまたはポリプロピレンとを混合することは
、該媒体を、偽造防止機能を持つ材料とし、かくしてこのような材料は、あらゆる種類の
偽造防止製品またはラベルを製造するために、広く利用することができる。
上記リボ核酸は、一般名称デオキシリボ核酸 (DNA)またはリボ核酸 (RNA)と呼ばれるもので
あり、また動物、植物、バクテリア、ウイルス、菌類、または合成ベクターもしくはフラ
グメント等から選択することができる。
【００１５】
上記の製品偽造防止ラベルとして、リボ核酸を使用する、同定方法は、対象から該媒体の
小部分を剥ぎ取り、次いで溶媒を用いて、該媒体中の既知の配列を持つリボ核酸を、該小
部分から抽出することによって、該リボ核酸を再生するものであり、該核酸の組成は、あ
る種の PCRプライマーのみによって立証できる、特定の長さおよび配列を持つように設計
された。この手順によって、該検査対象が、元のリボ核酸を担持する場合には、該 PCR手
順は、該抽出されたリボ核酸を、該元のリボ核酸と同一のサイズおよび配列を持つ、数百
万倍のリボ核酸にまで増幅するであろう。これに対して、該検査対象から剥ぎ取った該媒
体が、該元のリボ核酸を含まない場合、増幅リボ核酸生成物は存在しないであろう。従っ
て、該 PCR生成物のサイズおよび量を比較することによって、標識された対象の真偽を、
明らかにすることができる。
【００１６】
本発明は、リボ核酸と水不溶性媒体とを混合する方法を提供するが、この詳細な製造方法
を、以下のような好ましい態様によって、更に詳述する。
この好ましい態様では、水溶性 DNAを PSと混合する方法を説明する。
材料：ポリスチレン (PS)を該媒体として使用し、該有機溶媒は、クロロホルムであり、ま
た該介在溶液は、 95％のエタノールと、アセトンおよびクロロホルムである。
【００１７】
方法：初めに、５μ gの調製した DNAを、 100μ lの水に溶解し、 5 g の PSをクロロホルムに
溶解し、その後上記の DNA水溶液に、 95％エタノールおよびアセトンを含む介在溶液を各 1
0μ l添加し、最終的に激しく撹拌して、十分に混合し、該介在溶液を含む上記の DNA溶液
を、溶解した PSを含有するクロロホルムからなる該有機溶液に添加する。このような中間
的な工程によって、該 DNA水溶液および PS-クロロホルムの該水不溶性媒体は、十分に混合
されることになり、結果として該 DNAを含む PS溶液としての該媒体が得られる。
以上本発明を、幾つかの好ましい態様を参照して、かなり詳細に説明してきたが、当業者
は、あらゆる種類の改変並びに変更が、本発明の精神並びに上記特許請求の範囲内に入る
ことを、容易に理解できる。従って、本発明の精神並びに上記特許請求の範囲は、本明細
書に含まれる好ましい態様の説明に、何等限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の、リボ核酸と水不溶性媒体との混合方法に関する、フローチャートを示
す図である。
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【 図 １ 】
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